
平成22年6月21日

　資料提供先  三次記者クラブ

　　　吉田地区振興会環境部会の５４名により花壇の植栽、歩道の清掃等、

　　地域の道路美化活動を行うボランティア・ロードの団体が誕生します。

　　　つきましては、下記の日程で調印式を開催するとともに第１回活動を

　　青迫交差点内の歩道部で行います。

日　　時 平成２２年６月２６日（土）　１０：００～１０：３０

場　　所 安芸高田市吉田町常友（国道５４号青迫交差点） （別紙位置図）

内　　容 ・調印式

・あいさつ

国土交通省　中国地方整備局　三次河川国道事務所

副所長（道路担当） 石川　庄嗣（いしかわ　しょうじ）

【担　　　当】 工務課長 砂子　和正（すなご　かずまさ）

【広報担当】 調査設計課長 丹後　浩一（たんご　こういち）

　　　電話番号（0824）63-4121（代表）

安芸高田市役所　建設部　管理課

管理課長 大田　伸一郎（おおた　しんいちろう）

　　　電話番号（0826）47-1201

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　い　合　わ　せ　先

青迫交差点で協定調印式を行います。

吉田地区振興会長、安芸高田市長、三次河川国道事務所長

・第１回活動　　花の苗の植栽

お知らせ
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歩道拡幅

国道54号で実施されて 

いる他団体の活動事例 

（別紙位置図）

歩道新設 

【 吉 田 地 区 振 興 会 】

吉田地区振興会によるボラン

ティア活動として、環境部会の

５４名により、花壇の植栽、歩

道の清掃等、地域の道路美化

活動を行います。 

 

 

ＪＡ広島北部 

花の苗の植樹

調 印 式 

協定区間

当日の駐車場 

安芸高田市中央

保健センター 

(青迫交差点から

54 号を北へ約

100ｍ) 

完成する歩道内で調印式 

及び第１回活動として、 

花の苗の植樹を行います。 



「ボランティア・ロード」について

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

吉田地区振興会によるボランティア活動について

　

　

　
　

平成12年度よりはじまったこ
の制度は地域住民、地元企
業及び道路管理者・協力者
（市町村）が協力して、道路の
清掃美化を行い、地域住民共
有の生活空間である道路へ
の愛着心を深めるとともに道
路利用者のマナー向上を啓
発することを目的とした活動
です。
中国地方整備局でのボラン
ティア・サポート・プログラムは
「ボランティア・ロード」と呼称
して活動しています。

環境福祉部会の５８名により花壇の植栽、歩道の清掃等、地域の道路
美化活動を行います。
活動範囲は安芸高田市吉田地区を貫く国道５４号の青迫～大浜の約
1.8ｋｍです。（別紙位置図参照）
安芸高田市では下新屋郷自治会（平成１８年度活動開始）に次ぎ２団
体目の活動となります。

活動の支援として、道路管理者（三次河川国道事務所）がサインボード
の設置等、安芸高田市役所が収集ごみの回収・処理等を行います。

　　　　　　　　　ボランティア・サポート・プログラム
　道路を慈しみ、住んでいるところをきれいにしたいという自然な気持ちを、形あるも
のにしようと考え出されたのが、「ボランティア・サポート・プログラム」です。
　「みち」をきれいにしようという活動から始まって、地域コミュニティの活性化が期待
できます。　（ HPｱﾄﾞﾚｽ　http://www.cgr.mlit.go.jp/cginfo/volunteer/index.html ）


